
 

1 回目 

P 

60 75 

(1) お互いに 8 分歩いたところで出会っています。 

(2) 2 回目の出会いも 出発地点が変わるだけ 

ですから，1 回目のあとの 8 分後に出会います。 

 
B 君 

Ａ君が歩いた道のり 

Ｂ君が歩いた道

のり 

Ａ君で考えると 2 度目の出会いまでに 8+8=16 分 

歩いていますから 75x16 =1200m 



 

 

「ＣがＡに追いつく」 とはＣが 1周まわっ

た後に追いつく ということ！  

この 900m を縮めてゼロになったときが 

追いついたとき 

・1 分で縮まるきょりは 

      250-70=180m 

・追いつきにかかる時間は 

      900÷180=5 分 5分後 

Ｃはスタートしてから 5分後にＡに追いつき，

さらに 4 分後にＢにおいつく。 

□=250-100 

  = 150 (m/分) 

毎分 150m 



 



 

(2) 太郎くんは B 町を折り返

して，A町の手前 3.5kmで花子

さんと出会っています。  

       ↓ 

太郎くんが 2 回目の出会いま

でに進んだ道のりは 

 11.2 x 2 － 3.5 =18.9 km 

ここを 84 分(
84

60
時間)かかって

いるので，速さは 

 18.9÷
84

60
 = 18.9 x 

60

84
 

         = 13.5 (km/時) 

       

 

P と Q あわせて 

半周動く 

花子さんは A 町を折り返して

3.5km 進んだところで太郎君

と出会っています。 

     ↓ 

花子さんが 2 回目の出会いま

でに進んだ道のりは 

  11.2 + 3.5 = 14.7 km 

 

ここを 84 分(
84

60
時間)かかって

いるので，速さは 

 14.7÷
84

60
 = 14.7 x 

60

84
 

         = 10.5 (km/時) 

 

 

[予備知識] 

 下の図のように円の直径上の 2点からＰとＱが向かい合うように進むとき 1回目に出

会うまでの時間を①とすると，その地点から次の出会いまでは②の時間がかかります。 

  

 

(1) 

上の説明から，2 回目に出会うま

での時間は 1 回目にかかる時間の 

1+2 =3 倍になります。 

したがって， a の値は 

  28 x 3 = 84 

 84 

太郎君・・時速 13.5km 
花子さん・・時速 10.5km 

1 回目の後から 2

回目までは 

円周 1 個分動く 



 

(1)A と C が出会ったときの A,B,C の

位置関係は下の図のようになります。 

         ↓ 

この状態から 2分後に B と C が出会う 

         ↓ 

 B と C はお互いに 2 分ずつ進む 

         ↓ 

 B・・・80x2= 160(m) 

 C・・・70x2= 140(m) 

 

したがって，B と C のきょりは， 

    160 + 140 = 300 (m) 

300 m 

(2) (1)で「B と C が 300m はなれていた」というこ

とは A と C の位置が同じなので， 

「A と B が 300m はなれていた」ことになる。 

 A と B は 1 分間に 100-80=20(m) 差が開

くので，差が 300ｍになるのは 

     300÷20=15(分) 

          ↓ 

 スタートから 15 分後に A と C が出会ったこと

になる。 

          ↓ 

 P と Q の間の道のりは，A と C がお互いに 15 

分進んだ長さなので， 

   (100+70)x15 = 2550(m) 

 

     

 

        

2550 m 


